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論文内容の要旨

〔目的〕

表情の硬さ，動き等は情動状態を鋭敏に反映するものとして，精神医学領域，特に精神分裂病者の診療

にとっては重要な要素である。しかし表』情に関する研究は心理学的，精神病理学的なものが多く，表情を

精神生理学的にとらえ客観的に定量化し精神分裂病者における情動障害を生理学的に解明しようとする研

究は数少ない。

本研究では情動の中でもその識別が他の情動に比べて容易でかつ表情の持つ役割の一つであるコミュニ

ケーションという側面において重要な機能をはたしている笑いに焦点をあてた。そして笑いを顔面表情筋

筋電図を中心としたポリグラフィー記録で客観的，総合的にとらえ，精神分裂病者の情動障害の精神生理

学的側面を明確にし，さらに精神分裂病者のコミュニケーション障害も精神生理学的な方法で明らかにす

る乙とを目的とした。

〔方法〕

対象は DSM-m'とより精神分裂病と診断された精神分裂病者24名(解体型12名，妄想型12名)で正常

被験者34名を対照群とした。

笑い誘発刺激としてビデオテープに録画した51分間のTV喜劇番組を用い，その際の笑い反応を大頬骨

筋筋電図， GSR ，指尖容積脈波，音声，呼吸曲線，体動によりポリグラフィー記録した。その記録をも

とにして笑い反応の強さを客観的に評価し laughing score とした。同時に隣室より TVカメラを通し

て被験者の笑いの宏情を観察し検者による主観的評価も行った。笑い誘発刺激終了後検者により 16項目の

インタビ、ューを施行し，その際の笑い反応を大頬骨筋筋放電よりとらえ，非言語的コミュニケーションと
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しての笑いも評価した。

笑い誘発刺激は同一被験者に対して単独で視聴する場合と 2 人の検者と共に複数で視聴する場合の 2 つ

の検査条件下で与えられた。乙れは他者の存在あるいは周囲の笑い声が被験者の笑いにどのような影響を

およぼすかを検討する目的です子った。

〔成績〕

1.笑い反応のポリグラフィー託録からの客観的評価である laughing score と検者による笑いの主観

的評価との聞には，正常者，精神分裂病者のいずれの群においても高い相関があり本研究における方法

の妥当性が実証された。

2. 精神分裂病者では正常者に比して laughing score が著明に低く，精神分裂病者での情動障害の存

在が精神生理学的に裏付けされた。また正常者では加齢に伴い laughing score が有意に減少したが，

精神分裂病者では年齢との相関は認められなかった。

3. 精神分裂病者の病型別で比較すると解体型では妄想型に比して laughing s core が低い傾向を認め，

解体型での情動障害がより重篤である可能性が示唆された。

4. 正常者では複数で笑い誘発刺激を視聴した場合，単独に比べて有意に laughing score が増加した

が，精神分裂病者では笑いの増加は認められず，解体型では減少する傾向があった。乙の乙とは精神分

裂病者特に解体型でのコミュニケーション障害の存在を示唆した。

5: インタビ、ューに対する笑い反応に関しては精神分裂病者は正常者に比べて有意に反応が乏しく，精神

分裂病者での非言語的コミュニケーションの障害が客観的に認められた。病型別では解体型か妄想型よ

りもインタビューに対する笑い反応が乏しい傾向があった。

6. 精神分裂病者では laughing score , インタビューに対する笑い反応のいずれも擢病期間および、ク

ロールプロマジン量に換算した薬物量との聞に相関は認められなかった。

〔総括〕

本研究では笑いという一つの』情動を顔面表'情筋筋放電を中心としたポリグラフィー記録iとより客観的，

総合的にとらえ，精神分裂病者の情動障害を精神生理学的に明確にした。さらに笑いの持つコミュニケー

ション機能を分析することにより精神分裂病者での非言語的コミュニケーションの障害を明らかにした。

この精神生理学的研究法が精神分裂病者の情動障害，コミュニケーション障害の解明および診断に有力な

手段であり，さらに今後うつ病等の他の精神疾患の情動障害の解明にも有用であると考える。

論文の審査結果の要旨

精神分裂病者の』情動障害については，これまで主として主観的評価がなされており，情動障害を客観的，

定量的にとらえ精神生理学的にその病態を解明しようとする研究はほとんどなされていなし'10

本研究では情動の中でも，その識別が他の情動に比べて容易でかつ表情の持つ役割の一つで、あるコミュ

ニケーションにおいて重要な機能をはたしている笑い表情に着目し，笑いをポリグラフィーま録で客観的，
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総合的にとらえ，笑いの指標として用いる乙とができる laughing score を考案した。乙の方法を用い

て笑い誘発刺激およびインタビューに対する精神分裂病者の反応を定量的にとらえ精神分裂病者では lau­

ghing score が著しく低いこと，及び他者の存在のもとでは精神分裂病者の laughing score が，正

常者のように増加を示さないことを明らかにした。

これらの結果は精神分裂病者の'情動障害および、コミュニケーション障害を精神生理学的な手法で客観的

に明確にしたものである。また乙の精神生理学的研究法が精神分裂病者の情動障害，コミュニケーション

障害の解明および診断に有力な手段であり，今後うつ病等の他の精神疾患の情動障害の解明にも応用が可

能であり，本論文は学位に値するものと考えられる。
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